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I．提案事業の概要

1．国名 インドネシア

2．事業名 ⾹川らしい国際協⼒プロジェクト「インドネシア⻄スマトラ州稲作技術向上事業」

3．事業の背景と必要性 ⻄スマトラ州は、第⼀次産業の育成に⼒を⼊れており、特に農業部⾨は⻄スマトラ州のGDPにおいて23.8％を占めている最⼤の産業となってい
る。しかし、世界的な経済危機の影響がまだインドネシアに残っており、⾼い失業率、貧困など解決すべき問題が⼭積している。このような状況
の中、インドネシア政府は⻄スマトラ州を国の⽶⽣産地域に定め農業州として成⻑させていきたいと考えており、本事業を通して⽣産システムお
よび流通システムの改善を図りたいと要望がよせられた。

4．プロジェクト⽬標 ⻄スマトラ州の農業技術者・⽔稲⽣産者に、推奨品種に必要な栽培技術が定着する。

5．対象地域 ⻄スマトラ州

6．受益者層
（⼈数規模）

⻄スマトラ州の農業技術者、⽔稲栽培者および⻄スマトラ州住⺠
（約484万⼈）

7．活動及び期待されるアウトプット <アウトプット>
⻄スマトラ州において
1．農業技術者に推奨品種種⼦の安定的な栽培技術が定着する。
2．推奨品種の安定的な供給ができるようになる。

8．実施期間 2013年12⽉〜2015年12⽉

9. 事業費概算額 16,903千円

10．事業の実施体制 ⾹川県︓専⾨家を派遣し技術指導にあたるとともに、研修員を受け⼊れて、講義や技術指導を実施。
⻄スマトラ州︓現地でのセミナーや研修を実施

II．応募団体の概要

団体名（提案⾃治体） ⾹川県（⾹川県）

2. 対象国との関係、協⼒実績 2010年⻄スマトラ州知事が⽇本の農業を視察のため⾹川県を訪問し、⾹川県知事と意⾒交換を⾏った。2012年⻄スマトラ州から農業分野での協
⼒事業実施の提案があった。


